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直近の県外人流
レベル別 他の都道府県から広島県へ来た推計人数の推移

レベル 感染状況※

レベルA ２５人以上

レベルB １５人以上２５人未満

レベルC １０人以上１５人未満

※過去７日間１０万人あたりの新規感染者数

出典：ヤフー・データソリューション

7月16日
約5,000人

7月23日
約21,500人



2

県外流入指標（県独自指標）

県外流入指標と直近１週間の人口１０万人あたりの新規報告者数

7月14日に指標が1を超えて
以降，継続して超えている状況

新規報告者数（人口10万対10人）

本県独自指標 1
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感染状況（26日現在）
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直近１週間の人口10万人あたり
新規報告数 シミュレーションと実測値
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直近１週間の人口１０万人あたりの新規報告者数

実際の感染状況と公表日の感染状況

感染から公表までの日数が概ね９日であることから，
実際の感染状況を公表日を基準とした感染状況の９日前とする。
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公表日 推定感染日

※過去の知見を基に，感染から公表までの日数を９日程度とする。
※推定感染日ベースのグラフは，公表日ベースのグラフを９日前倒ししたもの。

実際の「感染」は
公表日より
９日前程度
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対策開始タイミングと対策期間

これまでの対策実施タイミング

今後明確化する対策実施タイミング
（これまでよりも早く，確実に実施）

短縮可能期間

早期対策による早期収束

対策を早めることで，対策期間を短縮でき，
感染者数を減少させることができると期待

減少可能
感染者数
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早期対策の効果試算（短縮期間）

対策期間の試算

※増加速度，減少速度は，過去の実績に変異株の影響を考慮して試算
※新規10万対は，「直近１週間の人口１０万人あたりの新規報告者数」

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

対策開始タイミング 新規10万対10人 対策開始タイミング 新規10万対20人

１４日



0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

対策開始タイミング 新規10万対20人 対策開始タイミング 新規10万対10人

8

早期対策の効果試算（総感染者数）

総感染者数の試算
（新規１０万対４人を超えた日～対策終了日）

約5,500人 約２,５00人

約３，０００人
減少

※増加速度，減少速度は，過去の実績に変異株の影響を考慮して試算
※新規10万対は，「直近１週間の人口１０万人あたりの新規報告者数」

感染者数の減少により，
重症者数や死亡者数の

減少を期待



感染拡大地域からの往来者と一定の接触があった…
食事の対策が万全でなかった…など

気になることがあれば
PCRセンターを積極的に利用
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現在の状況

4連休で感染拡大地域からの往来が
大幅に増加

感染拡大地域へは，行かない・呼ばない

家庭の事情などでやむを得ない場合は検査


